2013年度　第6回審判部月例勉強会　参加報告　　　　　　　　　　　2013.10.13　近藤
日時；2013年10月12日（土）　18：30～20：40

会場；中野区商工会3F会議室
· 東京での国体対応関連
　 ◎ 東京国体が無事に終了できました。
　 ・ご支援、お手伝い頂きました、皆さま大変お疲れ様でした。
　 ・昭島、八王子、立川、町田小野路、府中、稲城の６つの野球場にて

　 ・全体的には、特に問題なく終われたかなと言ったところです。

　 ◇ 9年後には天皇賜杯が東京で予定されてます。また、その辺りを目標に皆さんも審判技術を高めて行きましょう。
□ 審判対応他に関して（主に国体各会場においての報告より）
・サングラスの使用OK。
・サイドノック（外野だけで行なう）OK。
・シートノック有りの時は、ブルペンでの投手練習は×。
・打者走者、1塁触塁後に2塁窺がって転倒、タッグされてアウト。
・投球に対して打者避ける行為なく、触球でボール判定。
　 ・盗塁時の捕手への守備妨害：打者のスイング余勢による妨害判定。
　 ・アウト、セーフのジャッジメントは正確に、一球一球確り見てからジャッジを。
　 ・ジャッジし終わっても引続き、ボールからは目を切らない。
　　 ⇒ 直後にどのようなプレイが起こるか分からないので。

　 ・球審は交換球をボールボーイから手渡せられたら試合球であることを確認しましょう。
　 ・一球一球ボール交換するような最悪なコンディション時では臨機応変の対応を。

　 　⇒ 四球の打者が1塁到達後までは、タイムでボール交換は出来ないのですが・・・・・。
　 ・頭部への死球対応について

　　 ⇒ その場でコーティシーランナーを適用するように。（特に学童大会では）
・審判講習会において、外（線）審に関しての指導も必要では？

（大会運営でナイターになるようなケースが・・・・・）
⇒ 稲城市中央公園野球場（照明設備なし）のゲームで9回終了で決着出来ず、場所　

　 を府中市民球場に移動して、継続延長戦を行なった。（ナイターになったため、外審を付けて急遽対応した）
　 ・振り逃げ有効時の球審ジェスチャーについて
　　 ⇒ 野球審判員マニュアル（P.54）／審判員講習会マニュアル第2版（P.11、12）参照。
　 【文献引用】振り逃げ状態にあることを他の塁審に分からせるため、球審はストライクのコールをした後、打者側の手で（下向きで）打者を小さくポイントするシグナルを出す。なお、参考までに“ノーキャッチ”のシグナルを出す方法もある。

　 ・悪天候によりボール袋を左右に付けている（二つ付けている）時のボールの扱い方法

　　 ⇒ 常に交換球については右側のボール袋より出す。補球（補給）は常に左側ボール袋へ入れ、左側のボール袋中のボールは随時、右側のボール袋に移すようにして使用する。
· 本日も、東京での国体関連議事のため、勉強会説明は行いませんでした。
尚、次回は11／2（土）中野区商工会にて予定とします。

今年最後となります。是非、たくさんの方々のご参加をお待ちしております。
以上

【特別延長戦／タイブレーク】に関して、水野審判部長からの要請で少しだけですが、調べてみましたので特記しておきます。
①『延長回に関わる特別規則』の導入目的と言う事で

　 ⇒ 両チームが同条件のもとに攻撃をし、勝敗を決するもの
・試合時間の短縮

・試合展開のスピード化

等々を目的とします。

② 特別規則の導入方法に関して

　ａ．全日本軟式野球連盟（東連、関連及びくりくり少年軟式野球連合会も同様）
　　　無死走者満塁で継続打順制

※ 東連学童大会では、2回繰返しても尚決着しない時は、抽選方式による。

　ｂ．社会人野球（都市対抗野球大会等）―― 2011年～採用

　　　一死走者満塁で先頭打者選択制／2回目以降は継続打順

　ｃ．IBAF（国際野球連盟）

　　　無死走者1・2塁で先頭打者選択制／2回目以降は継続打順
　ｄ．身近なところでは

　　　西多摩少年軟式野球連合会
　　　・全連に同じ（勝敗が決するまで行なう）

　　　三多摩少年野球協会

　　　・一死走者2・3塁で先頭打者3番指定制／2回目以降は継続打順

北多摩少年野球協会

・全連に同じ

東京都市町村軟式野球協会

・一死走者満塁で先頭打者3番指定制／2回目以降は継続打順

 ※2回繰返しても尚、決着しない時はジャンケン方式による。

因みに羽村市少年野球連盟では

・一死走者2・3塁で先頭打者選択制／2回目以降も同じ方式を採用
（勝敗が決するまで行なう？）

以上、簡単ですがご紹介をさせて頂きました。

